
首
都
圏
整
備
法
及
び
近
畿
圏
整
備
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
附
則
第
六
条
第
二
項
の
日
を
定
め
る
政
令
案
要

綱

第
一

首
都
圏
整
備
法
及
び
近
畿
圏
整
備
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
附
則
第
六
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
日
は
、
平

成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
と
す
る
こ
と
。

第
二

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
。



政
令
第

号

首
都
圏
整
備
法
及
び
近
畿
圏
整
備
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
附
則
第
六
条
第
二
項
の
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
首
都
圏
整
備
法
及
び
近
畿
圏
整
備
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第

号
）
附
則
第

六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

首
都
圏
整
備
法
及
び
近
畿
圏
整
備
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
附
則
第
六
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
日
は
、
平
成
十

六
年
三
月
三
十
一
日
と
す
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。



理

由

首
都
圏
整
備
法
及
び
近
畿
圏
整
備
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
附
則
第
六
条
第
二
項
の
日
を
定
め
る
必
要
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
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首
都
圏
整
備
法
及
び
近
畿
圏
整
備
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
附
則
第
六
条
第
二
項
の
日
を
定
め
る
政
令
案
参
照
条
文

○

首
都
圏
整
備
法
及
び
近
畿
圏
整
備
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
案
（
平
成
十
四
年
法
律
第

号
）

（
首
都
圏
整
備
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

首
都
圏
整
備
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
八
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
項
中
「
政
令
で
定
め
る
市
街
地
の
区
域
」
を
「
、
産
業
及
び
人
口
の
過
度
の
集
中
を
防
止
し
、
か
つ
、
都
市
の
機
能
の
維
持
及
び
増
進
を
図

る
必
要
が
あ
る
市
街
地
の
区
域
で
、
政
令
で
定
め
る
も
の
」
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
七
条

削
除

（
近
畿
圏
整
備
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

近
畿
圏
整
備
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
五
条

削
除

（
首
都
圏
の
既
成
市
街
地
に
お
け
る
工
業
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
及
び
近
畿
圏
の
既
成
都
市
区
域
に
お
け
る
工
場
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
の
廃
止
）

第
三
条

次
に
掲
げ
る
法
律
は
、
廃
止
す
る
。

一

首
都
圏
の
既
成
市
街
地
に
お
け
る
工
業
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
十
七
号
）

二

近
畿
圏
の
既
成
都
市
区
域
に
お
け
る
工
場
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。



- 2 -

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
首
都
圏
の
近
郊
整
備
地
帯
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
条

首
都
圏
の
近
郊
整
備
地
帯
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
三
条
中
「
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
順
に
」
を
削
り
、
同
条
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
製
造
工
場
等
の
敷
地
を
当
該
工
業
団
地
造
成
事
業
に
必
要
な
土
地
と
し
て
提
供
し
た
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
他
の
者
に
優
先

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
三
条
各
号
を
削
る
。

（
近
畿
圏
の
近
郊
整
備
区
域
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
及
び
開
発
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
条

近
畿
圏
の
近
郊
整
備
区
域
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整
備
及
び
開
発
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
三
十
二
条
中
「
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
順
に
」
を
削
り
、
同
条
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
製
造
工
場
等
の
敷
地
を
当
該
工
業
団
地
造
成
事
業
に
必
要
な
土
地
と
し
て
提
供
し
た
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
他
の
者
に
優
先

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
二
条
各
号
を
削
る
。

（
都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
五
条

都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
同
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
前
項
第
三
号
」
を
「

前
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
前
条
第
一
項
第
一
号
の
土
地
若
し
く
は
同
項
第
三
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
同
条
第
一
項
第
一
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号
の
土
地
に
係
る
貸
付
金
に
あ
つ
て
は
三
年
以
内
の
、
同
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
の
土
地
に
係
る
貸
付
金
又
は
同
条
第
二
項
若
し
く
は
第
七
項
の
規
定

に
よ
る
貸
付
金
に
あ
つ
て
は
」
を
削
る
。

附
則
第
九
項
中
「
同
項
第
二
号
の
土
地
」
を
「
同
項
第
一
号
の
土
地
」
に
改
め
、
「
同
条
第
一
項
第
一
号
の
土
地
に
係
る
貸
付
金
に
あ
つ
て
は
三
年
以
内

の
、
同
項
第
二
号
若
し
く
は
第
三
号
の
土
地
に
係
る
貸
付
金
又
は
同
条
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
に
あ
つ
て
は
」
を
削
る
。

（
都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
六
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
都
市
開
発
資
金
法
」

と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
資
金
の
貸
付
け
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
ま
で
の
間
は
、
旧
都
市
開
発
資
金
法
第
一
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
資
金
の
貸
付
け
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
同
号
イ
中
「
首
都
圏
の
既
成
市
街
地
に
お
け
る
工
業
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
首
都
圏
整
備
法
及

び
近
畿
圏
整
備
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第

号
）
に
よ
る
廃
止
前
の
首
都
圏
の
既
成
市
街
地
に
お
け
る
工
業
等
の
制
限

に
関
す
る
法
律
」
と
、
同
号
ロ
中
「
近
畿
圏
の
既
成
都
市
区
域
に
お
け
る
工
場
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
」
と
あ
る
の
は
「
首
都
圏
整
備
法
及
び
近
畿
圏
整

備
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
に
よ
る
廃
止
前
の
近
畿
圏
の
既
成
都
市
区
域
に
お
け
る
工
場
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
」
と
し
て
、
旧
都
市
開
発
資
金

法
及
び
都
市
開
発
資
金
融
通
特
別
会
計
法
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
五
十
号
）
の
規
定
を
適
用
す
る
。

○

都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
二
十
号
）

（
抄
）

（
都
市
開
発
資
金
の
貸
付
け
）

第
一
条

国
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
土
地
の
買
取
り
に
必
要
な
資
金
を
貸
し
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

次
に
掲
げ
る
施
設
及
び
こ
れ
と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
政
令
で
定
め
る
施
設
並
び
に
こ
れ
ら
の
施
設
の
附
帯
施
設
の
敷
地
で
、
都
市
の
機
能
を
維
持
し

、
及
び
増
進
す
る
た
め
計
画
的
に
整
備
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
重
要
な
市
街
地
の
区
域
内
に
あ
る
も
の
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イ

首
都
圏
の
既
成
市
街
地
に
お
け
る
工
業
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
十
七
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
工
業
等
制
限
区
域
内
の

同
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
制
限
施
設

ロ

近
畿
圏
の
既
成
都
市
区
域
に
お
け
る
工
場
等
の
制
限
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
工
場
等
制
限
区

域
内
の
同
法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
制
限
施
設

二
～
三

（
略
）

２
～
８

（
略
）




